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全国学力・学習状況調査によって、教育及び教育施策の成果と課題を検

証し、教育活動の質を高めるために有効なデータが得られるとともに、学

校・家庭・地域が一体となって児童生徒を育てるために、特に力を入れる

べき点を明確にすることができます。 

こうした考えから、平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調

査における津市立小・中・義務教育学校の児童生徒の学力や学習状況の概

要を、公表するとともに、指導改善につなげるために、分析結果及び今後

の改善方策などを掲載します。 
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◆ 調査の目的 
１ 津市教育委員会及び学校が、全国的な状況との関係において自らの教育及び教

育施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、教育に関する継続的な

検証改善サイクルを確立します。 

２ 市内のすべての学校が、各児童生徒の学力や学習状況をより客観的に把握し、

児童生徒への教育指導や学習状況の改善等に役立てます。 

 

◆ 実施日 
 平成３１年４月１８日（木） 

 

◆ 調査対象 
１ 小学校第６学年・義務教育学校前期課程（津市：約 2，２９６人） 

２ 中学校第３学年・義務教育学校後期課程（津市：約 2，１３７人） 

特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象となる教科（国語、

算数・数学、英語）について、該当学年の指導内容で学習している児童生徒は、

原則として調査の対象となります。 

 

◆ 調査内容 
１ 教科に関する調査 

  小学校：国語、算数  中学校：国語、数学、英語 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活 

において不可欠であり、常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技

能等と知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容を一体的に問う問題が出題さ

れました。 

※ 英語の問題については、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の記述式問題の

他に、「話すこと」の口述式問題が出題されました。 

２ 質問紙調査 

＜児童生徒に対する質問紙調査＞ 

調査する学年の児童生徒を対象にした学習意欲、学習方法、学習環境及び生活

の諸側面等に関する質問紙調査（以下「児童生徒質問紙調査」） 

＜学校に対する質問紙調査＞ 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の 

整備の状況等に関する質問紙調査（以下「学校質問紙調査」） 
 

◆ 留意点 

調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側

面であることなどを踏まえるとともに、序列化や過度な競争が生じないようにするなど教

育上の効果や影響等に十分配慮します。 
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※ 県・市の平均正答率については、小数点以下四捨五入  

（１）教科に関する調査の結果 
 

国語 算数

全国 63.8 66.6

三重県 64 67

津市 64 67

30
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60

70

80

小学校平均正答率（％）

国語 数学 英語

全国 72.8 59.8 56.0

三重県 72 60 56

津市 71 60 55

30

40

50

60

70

80

中学校平均正答率（％）

※「話すこと」調査は除く 
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平均正答率の５年間の推移です。 

 

 
 

 

※平成２９年度から平均正答率について文部科学省からの結果提供が整数値となりました。 

※平成３１年度（令和元年度）は A 問題（知識）と B 問題（活用）が一体的に出題され

ました。 

  

本市 全国 本市 全国 本市 全国 本市 全国 本市 全国

54 54.7

77.2 77.6 77

66.7 65.4 58.7 57.8 57

小学校

理科

国語

算数

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ 45.0

59.7 60.8

平成２７年度

70.0 70.0

75.0

46.0

75.2

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度
（令和元年度）

73 74.8 71 70.7

45 45.9 50 51.5

57.5

78.6 62 63.5

72.2 72.9

47.1 47.2

63.8

66.6

64

67

58 60.3

本市 全国 本市 全国 本市 全国 本市 全国 本市 全国

75.8

65.4

77.4 75 76.1

中学校

72.8

65.8 65.1

71国語

Ａ

Ｂ

64.6 66 66.1

55

46.9

53.2 53.0

60

4648.1

英語

65 66.1

数学

理科

Ａ

Ｂ 41.6 44.1 44.1 48

56.0

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度
（令和元年度）

66.5 71 72.2 59 61.2

64.5

41.3

75.8 75.6 75.6 77

64.4 61.9 62.2 66

59.8

（２）津市の平均正答率と全国の平均正答率の推移 
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児童生徒が今回の調査対象の教科について、どのような意識をもって調査を受けたのか

を児童生徒質問紙から見ていきます。 

 

 

 

 

 国語に関しては、小中学校とも「国語の勉強は大切だと思いますか」「国語の授業の内容

はよく分かりますか」「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと

思いますか」という質問に肯定的に答えている児童生徒の割合は全国平均を上回っていま

すが、「国語の勉強は好きですか」という質問に対しては、肯定的に答えている児童生徒の

割合は全国平均を下回っており、 肯定的な数値も低くなっています。 

このことから、子どもたちは国語の学習の必要性や重要性は感じているものの、あまり

意欲的に学習に取り組んでいない傾向があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

国語に関する質問 

【小：３７ 中：４０】国語の勉強は好きですか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ６２.９ ▲１.３ 

中学校 ５９.５ ▲２.２ 

 

【小：３８ 中：４１】国語の勉強は大切だと思いますか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ９３.５ ０.５ 

中学校 ９１.５ ０.５ 

 

【小：３９ 中：４２】国語の授業の内容はよく分かりますか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ８７.３ ２.４ 

中学校 ７８.９ １.３ 

 

【小：４０ 中：４３】国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思いますか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ９１.４ ０.２ 

中学校 ８８.７ ０.７ 

（％） 
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算数・数学に関しては、国語と同様の質問について、小中学校とも肯定的に答えている

児童生徒の割合が全て全国平均を上回っています。 

これらの回答と算数・数学の平均正答率の相関関係を見てみると、算数・数学では、「算

数・数学は好き」、「算数・数学の勉強は大切」と肯定的に回答している児童生徒の方が、

教科の平均正答率が高い傾向が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

算数・数学に関する質問 

【小：４６ 中：４９】算数・数学の勉強は好きですか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ７０.１ １.５ 

中学校 ５８.５ ０.６ 

 

【小：４７ 中：５０】算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ９４.２ ０.５ 

中学校 ８５.６ １.４ 

 

【小：４８ 中：５１】算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ８５.８ ２.３ 

中学校 ７７.４ ３.５ 

 

【小：４９ 中：５２】算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に 

出たときに役に立つと思いますか。 

学校種 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

小学校 ９２.６ ０.１ 

中学校 ７６.７ ０.５ 

（％） 
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英語に関しては、「英語の勉強が好きですか」という質問に肯定的に答えている生徒の割

合が全国平均より下回っています。教科の大切さや有用性を感じ、授業がよく分かるとし

ながらも、英語の勉強が好きな生徒が少ないことから、英語の学習の楽しさが感じられる

ような授業改善に取り組む必要があることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜英語の調査について＞ 

多様化する社会では、国際共通語である英語を使ってコミュニケーションを行うことが必要にな

ります。生徒の英語力を着実に向上させるために、どのような力が身に付いていて、必要とされる

力をどのように身に付けていくかを検証するため、平成３１年度（令和元年度）より中学校英語の

調査が取り入れられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語に関する質問 

【５４】英語の勉強は好きですか。 

 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

中学校 ５３.８ ▲２.２ 

 

【５５】英語の勉強は大切だと思いますか。 

 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

中学校 ８５.７ ０.３ 

 

【５６】英語の授業はよく分かりますか。 

 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

中学校 ６８.０ ２.０ 

 

【５７】英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い

ますか。 

 『当てはまる』『どちらかというと当てはまる』 全国差 

中学校 ８５.７ ０.３ 

（％） 

領域 出題の概要 問題形式 時間 

聞くこと 
・英語を聞いて情報の詳細を理解することができ

る 
筆記（選択・記述） 

合わ

せて

45 分 

読むこと 
・英語を読んで情報の詳細を理解することができ

る 
筆記（選択・記述） 

書くこと 
・英語の基本的な語や文法事項等を理解して、正

しく文を書くことができる 

筆記（選択・短

答・記述） 

話すこと 

・英語の基本的な音声の特徴を理解している 

・身近な英語の質問に正しく応答することができ

る 

パソコンによる 

音声入力（口述） 
5 分 
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 国語、算数・数学において、条件に合わせて作文したり、言葉や数、式を使って説明し

たりする記述式の問題があり、全国的に平均正答率が低い傾向にあります。これらの問題

に対し「全ての書く問題で最後まで書こうと努力した」と回答した児童生徒は全国よりも

上回り、児童生徒が粘り強く解答したことが分かります。 

また、今回の調査では、全ての教科で小中学校とも平均無解答率が全国平均を下回りまし

た。平均無解答率が低いほど、子どもがあきらめずに粘り強く取り組んだことを示してい

ます。この子どもの姿は、新学習指導要領で子どもたちにつけたい力の三つの柱の一つで

ある「学びに向かう力」の基礎になると考えられます。子どもの姿から、「できているこ

と」をしっかりと評価し、「頑張ったこと」を認めることによって、一人一人の自己肯定

感を高めることが大切です。 

  

粘り強さに関する質問 

【小：４５ 中：４８】今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題があり

ましたが、どのように解答しましたか。 

  （『全ての書く問題で最後まで書こうと努力した』と回答した児童・生徒の割合） 

学校種 津市 全国 全国差 

小学校 ８３.０ ８０.４ ２.６ 

中学校 ８１.９ ７９.８ ２.１ 

 

【小：５６ 中：５３】今回の算数・数学の問題について、解答を言葉や数、式を

使って説明する問題がありましたが、どのように解答しましたか。 

  （『全ての書く問題で最後まで書こうと努力した』と回答した児童・生徒の割合） 

学校種 津市 全国 全国差 

小学校 ８２.９ ８０.７ ２.２ 

中学校 ６３.９ ６０.８ ３.１ 

（％） 
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 各教科で本市の児童生徒がどのような力が身に付き、どのような力が身に付いていない

のかについて、全国の平均正答率の差や過去の本市の傾向から見ていきます。 

 

 

 

 

 

 

領域ごとの調査結果については、「話すこと・聞くこと」が73.2％、「書くこと」が54.4％、

「読むこと」が 82.8％、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が 52.8％でし

た。全国の平均正答率と比較すると、「読むこと」の領域は全国平均よりも 1.1 ポイント高

くなりましたが、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域は、昨年度と同様

全国平均より下回っている状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国との差

14 0.2

3 0.9

3 ▲ 0.1

3 1.1

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 5 ▲ 0.7

3 1.4

3 0.9

3 ▲ 0.1

3 1.1

5 ▲ 0.7

7 0.3

4 ▲ 1.0

3 1.4

分類 区分
対象問題数
（問） 津市教育委員会 三重県（公立） 全国（公立）

54.5

82.8 82.8 81.7

52.8 53.4 53.5

　全体 64 64 63.8

学習指導要領の領域等

73.2 73.0 72.3

54.4 54.8

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

82.8 82.8 81.7

52.8 53.4 53.5

評価の観点

59.0 59.1 57.6

73.2 73.0 72.3

54.4 54.8 54.5

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

問題形式

75.4 75.4 75.1

47.7 48.5 48.7

59.0 59.1 57.6

選択式

短答式

記述式

平均正答率(％)

●小学校国語の調査結果 

国語の平均正答率について 

(%) 結果から分かること 

「読むこと」の領域では、目的に応じ

て、本や文章全体を概観して効果的に読む

ことができるかをみる問題が出題されまし

た。この問題の正答率は、全国よりも 2.2

ポイント高い 90.7％でした。 

「梅干しを作るには、塩はどのくらい必

要で、いつ入れたらいいのか」を知るため

に、資料（【目次の一部】）の「梅と塩、道

具の選び方」「作り方の手順とポイント」の

言葉に着目して解答することができていま

した。本文の内容を捉え、資料を活用し、

必要な内容を文章全体から大まかにつかん

で読む力がついていました。 
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(%) 

(%) 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で

ある、学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正し

く使うことができるかをみる問題が出題されました。この問

題の正答率は、全国よりも 5.1 ポイント低い 36.8%でした。 

ア「調査のたいしょう」（対象）の問題では、「しょう」の

誤答が多くみられました。 

ウ「かんしんをもって」（関心）の問題では、「かん」の誤

答が多くみられました。 

これらの問題は同音異義語に注意して、文脈の中で漢字を

適切に使うことに課題があることがわかります。 

同音異義語を理解するには、漢字のもつ意味を考えながら

正しく使ったり、同音異義語に注意して使ったりする習慣を

つけることが大切になってきます。そのためには、文脈に沿

った正しい使い方ができるように国語辞典で調べ、意味理解

をする必要があると考えられます。 

また、「話すこと・聞くこと」

の領域である、話し手の意図を捉

えながら聞き、話の展開に沿っ

て、自分の理解を確認するための

質問をすることができるかをみる

問題の正答率は、全国よりも 1.5

ポイント高い 82.8％でした。 

地域で活躍する人を紹介するた

めに、畳職人にインタビューする

という問題場面で、相手の話を

「つまり」という接続詞を用いて

自分の言葉に言い換えて確認し、

話し手の意図を正しく読み取るこ

とに一定の定着がみられました。 

平成２８年度に出題されたスー

パーマーケットの店長へインタビ

ューするという同様の趣旨の問題

では平均正答率が 51.2%であっ

たことから、話し手の意図を捉え

て聞くことについての指導の成果

が表れています。 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
一
部
抜
粋 
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全国との差

14 0.4

数と計算 7 1.0

量と測定 3 ▲ 1.7

図形 2 ▲ 0.7

数量関係 7 0.7

算数への関心・意欲・態度 0 0.0

数学的な考え方 8 ▲ 0.7

数量や図形についての技能 4 2.5

数量や図形についての知識・理解 2 ▲ 2.4

選択式 5 ▲ 1.4

短答式 5 2.4

記述式 4 ▲ 1.4

平均正答率(％)

67.7 68.4 70.1

問題形式

74.3 74.8 75.7

75.2 75.2 72.8

評価の観点
61.5 61.7 62.2

76.1 75.9 73.6

46.0 45.9 47.4

52.9

76.0 76.2 76.7

69.0 69.1 68.3

　全体 67 67 66.6

学習指導要領の領域

64.2 64.3 63.2

51.2 51.3

分類 区分
対象問題数
（問）

津市教育委員会 三重県（公立） 全国（公立）

 

領域ごとの調査結果については、「数と計算」が 64.2％、「量と測定」が 51.2％、「図

形」が 76.0％、「数量関係」が 69.0％の正答率でした。 

全国の平均正答率と比較すると、「数と計算」「数量関係」については、全国平均を上回

り、「量と測定」「図形」については、全国平均を下回っている状況にあります。 

 

 

 

 

洗顔と歯みがきで使う水の量を求め

るために、６＋０.５×２を計算する問

題の正答率は、全国よりも６.２ポイン

ト高い 66.3％でした。加法と乗法の混

合した整数と小数の計算について、計

算の順序を理解している児童の割合は

全国より高いことが分かります。 

また、２０１０年の市全体の水の使

用量が１９８０年の市全体の水の使用

量の約何倍かを、棒グラフから読み取

って書く問題（図１）の正答率は、全

国よりも 4.1 ポイント高い 82.7％で

した。 

 

●小学校算数の調査結果 

算数の平均正答率について 

(%) 
結果から分かること 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 
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このことから、棒グラフから適切な情報を読み取り、その情報を基に求めるための除法

の式を立式し確実に計算することに一定の定着がみられます。 

減法の式が、示された形の面積をどのように求めているのかを、数や演算の表す内容に

着目して書く問題の正答率は、全国よりも 4.5 ポイント低い 39.4%で、示された図形の

面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述することに課題があります。この問題で

は、３つの条件すべてを満たすものが正答となりますが、児童の解答の様子を見ると３つ

の条件のうち２つもしくは１つのみを書いている児童が、全国の児童よりも 5.2 ポイント

高い 38.8％でした。このことから、式の中にある数の意味や演算の意味を図形と関連づけ

て説明する力がついていないことが分かります。 

また、１８００÷６は、何ｍ分の代金を求めている式といえるのかを選ぶ問題（図２）

の正答率は、全国より 4.5 ポイント低い 42.5％でした。半数以上の児童が「１８００÷

６」で求められる「３００円」が何ｍ分の代金を表しているのか理解できていないと考え

られます。 

 ここでは、与えられた式だけで考えるのではなく、図３のような図を用いて、「１８００

÷６」が何ｍ分の代金を表しているかを図示する力が大切です。算数科では、目的に応じ

て図、表、グラフ等を活用しつつ、既習の知識及び技能等を関連付けながら、統合的・発

展的に考える力が求められます。 

  

(%) 

(%) 

     
図２ 

 

 

図３ 
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領域ごとの調査結果については、「話すこと・聞くこと」が69.0％、「書くこと」が81.4％、

「読むこと」が 71.0％、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が 65.4％でし

た。 

全国の平均正答率と比較すると、すべての領域において下回っている状況にあります。 

 

  

 

 

領域ごとの調査結果について昨年度と比較してみると、すべての領域において、全国平

均との差が１ポイント程度縮まりました。 

記述式問題については、今年度は３題が出題され、内容は、短歌を読んで感じたことや

考えたことを書くもの、話し合いの流れに沿って自分の考えを書くもの、意見文の中に具

体例を書き加えるものでした。平均正答率は、ほぼ全国平均と同じでしたが、無解答率に

ついてみてみると前回よりも改善がみられ、生徒が粘り強く取り組んだ姿が伺えます。 

また、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域においては、全国平均正

答率より 2.3 ポイント下回っています。 

●中学校国語の調査結果 

国語の平均正答率について 

(%) 

結果から分かること 

(%) 

全国との差

10 ▲1.8

話すこと・聞くこと 3 ▲1.2
書くこと 2 ▲1.2
読むこと 3 ▲1.2
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 2 ▲2.3
国語への関心・意欲・態度 3 ▲0.3
話す・聞く能力 3 ▲1.2
書く能力 2 ▲1.2
読む能力 3 ▲1.2
言語についての知識・理解・技能 2 ▲2.3
選択式 6 ▲1.6
短答式 1 ▲3.5
記述式 3 ▲0.3

　全体 7271 72.8

67.7

69.0

81.4

71.0

65.6 67.765.4

学習指導要領の領域等

問題形式

72.1

分類 区分
対象問題数
（問） 三重県（公立） 全国（公立）津市教育委員会

65.6

69.1 70.2

81.7

65.4

56.8

76.9 76.5

82.6

71.6 72.2

平均正答率(％)

76.2

69.0

81.4

71.0

53.4

76.5

69.1 70.2

72.2

81.7 82.6

71.6

72.0

53.3

76.2

評価の観点

76.9

73.6
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今年度は、封筒の書き方についての理解をみる

問題が出題されました。この問題の正答率は全国

よりも 3.5 ポイント低い 53.3%で、生徒の解答

には、「投稿先の名前」と「住所」の位置を逆に書

いたり、敬称の「御中」を誤った位置に付けて書い

たりしたものがみられました。 

また、文字の配列や大きさなどに注意して書く

ことにも課題あり、手紙の基本的な形式を理解し

ていないことが分かります。 

封筒やはがきの書き方は、社会生活に役立つ書

写の能力であるため身に付けておく必要がありま

す。そして、相手の名前を他の文字より大きく書く

など、手紙の形式に込められた相手への敬意につ

いて考えていくことも大切です。 

「読むこと」の領域において、文章

の校正や展開、表現の仕方について、

根拠を明確にして自分の考えをもつこ

とができるかをみる問題の正答率は全

国よりも 2.7 ポイント低い 61.2%で

した。 

 生徒の解答からは、  で囲まれた

部分に「日本の文化」が「複数」示さ

れていることや、「外国語の辞書に載っ

ている言葉」が示されていることは捉

えているものの、書き手の目的を理解

できていないことが分かりました。 

 また、「本シリーズでは、・・・紹介し

ていきます。」などの表現の仕方が、掲

載の見通しを示したものであると気付

いていないことも分かりました。 

 これらのことから、文章の構成や展

開、表現の仕方について根拠を明確に

して考える力に課題があります。書き

手の目的や意図を考えたり、その効果

について考えたりしていくことが求め

られます。 

 

情報を読む（新聞） 
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領域ごとの調査結果については、「数と式」が 62.2％、「図形」が 72.0％、「関数」が

43.7％、「資料の活用」が 57.8％でした。 

全国の平均正答率と比較すると、「関数」と「資料の活用」については全国平均を上回り、

「数と式」と「図形」については、全国平均を下回っている状況にあります。 

 

 

 

 

 「平行移動の意味を理解している」「三角形の合同条件を理解している」「反例の意味を

理解している」など、意味理解を問う問題に対しては、正答率がすべて 75％を超えまし

た。また、「簡単な場合について、確率を求めることができる」ことを見る問題では、全国

平均を上回る 73.7%の正答率があり、基本的な知識や技能については一定の定着が見ら

れました。 

 また、全国平均の正答率が 50％以下であった問題が４問ありましたが、本市は、そのす

べての問題で全国平均を上回りました。さらに、無解答率について見てみると、１６問中

１１問で全国平均を下回っています。特に記述式の問題については、全ての問題で無解答

率が全国平均を下回るとともに、正答率は全国平均を１.２ポイント上回りました。これら

のことから、難しい問題であっても簡単に投げ出すのではなく、問題に対してあきらめず

に粘り強く取り組むことができたことが分かります。 

 

全国との差

16 0.2

数と式 5 ▲1.6
図形 4 ▲0.4
関数 3 2.9
資料の活用 4 1.5
数学への関心・意欲・態度 0 0.0
数学的な見方や考え方 8 0.7
数学的な技能 3 0.9
数量や図形などについての知識・理解 5 ▲0.6
選択式 5 ▲0.2
短答式 7 0.2
記述式 4 1.248.3 48.4 47.1

70.7 71.5 71.3

問題形式

60.1 59.9 60.3

66.8 67.3 66.6

評価の観点
51.7 51.4 51.0

64.8 65.0 63.9

72.4

43.7 42.9 40.8

57.8 57.1 56.3

　全体 60 60 59.8

学習指導要領の領域

62.2 62.8 63.8

72.0 73.2

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

津市教育委員会 三重県（公立） 全国（公立）

●中学校数学の調査結果 

数学の平均正答率について 

(%) 
結果から分かること 

 

(%) 
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ある事象を数学的に解釈し、問題

解決の方法を数学的に説明する問題

では、正答率が 38.1%でした。日常

生活や社会の事象を考察する場面で

は、与えられた表から必要な情報を

選択したり、グラフを事象に即して

捉えたりして、数学的な結果を事象

に即して解釈することが求められる

場合があります。 

この問題では、容量が同じ冷蔵庫

を購入する際に、本体価格と１年間

あたりの電気代から、総費用が等し

くなる使用年数を、式またはグラフ

を用いて求める方法を説明すること

が求められています。 

 生徒の解答の様子を見ると、式を

用いて考えた生徒が 45.8%、グラ

フを用いて考えた生徒が 43.1%

と、式を用いる生徒のほうがわずか

に多かったのに対し、正答は式を用

いた生徒のうち 34.9%、グラフを

用いた生徒のうち 51.5%と、グラ

フを用いたほうが正答率が高い結果

となり、特に式を用いて説明するこ

とに課題が見られました。また、式

またはグラフのいずれを用いるかは

決めることができたものの、その方

法の説明が不十分な解答が 50.7%

ありました。 

さらに、この問題を含め、考え方の説明や理由を求められる問題が４問出題されました

が、無解答率に注目してみると、そのすべてで全国よりも低かったものの、すべて 10％

を超えており、その中には、無解答率が 19.5％にのぼるものもありました。 

これらのことから、事象を数学的に解決し、問題解決の方法を数学的な表現を用いて説

明することに課題が見られることが明らかになりました。 

 日常生活の中で、数学的な考え方を用いて考える場面はたくさんあります。多様な考え

方がある課題に対して、問題解決の方法を考え、それを数学的に説明できるようにするこ

とが大切です。

  

(%) 
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全国との差

21 ▲ 1.0

7 ▲ 3.1

0.0

6 ▲ 0.7

8 1.5
コミュニケーションへの関心・意欲・態度 0 0.0

1 0.2

6 ▲ 1.5

14 ▲ 0.4

13 ▲ 2.2

5 3.5

3 ▲ 0.8

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

選択式

短答式

記述式 6.0 6.2 6.8

64.3 65.2 64.7

問題形式

69.2 70.7 71.4

48.7 47.6 45.2

評価の観点
2.0 1.8 1.8

43.2 43.7 44.7

54.9 54.5 55.6

47.3 47.5 45.8

　全体 55 56 56.0

学習指導要領の領域

64.8 67.1 67.9聞くこと

話すこと（参考値）

読むこと

書くこと

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

津市教育委員会 三重県（公立） 全国（公立）

 

領域ごとの調査結果については、「聞くこと」が 64.8％、「読むこと」が 54.9％、「書

くこと」が 47.3％の正答率でした。（「話すこと」に関しては参考値のため公表されてい

ません。） 

 

 

 

「書くこと」の領域について、一般動詞の否定文や動詞の活用形等を理解して文を書く

問題では、全国の平均正答率が 37.4%と低い結果となりましたが、本市は全国を 7.8%上

回る 45.2%の結果となりました。まとまりのある文章を書く問題については全国的に課

題がありますが、本市では「書くこと」領域において８問中７問が全国の平均正答率以上

となり、英語の基本的な語や文法事項に関する知識について一定の定着がみられました。 

 

「聞くこと」領域において、家庭での会話を聞いてその内容を適切に表している絵を選

択する問題では、正答率が 55.0%で全国より 6.8 ポイント下回りました。接続詞や前置

詞などを正確に聞き取ることや時間の前後関係を正確に理解する力に課題があります。 

 ＜放送内容＞ 

              A: I’m so hungry. 

                            B: Today’s dinner is curry and rice. It will take about 

                               thirty minutes to cook. Do you have any homework 

                               today ? 

                            A: No, I don’t. 

                            B: Then take a bath before dinner. 

                            A: OK.                 【解答】３ 

●中学校英語の調査結果 

英語の平均正答率について 

(%) (%) 

 

お風呂の前？ごはんの前？正解はご飯の前。 

(%) (%) 

結果から分かること 
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「自分ならどう考えるか」という視点をもって英語を聞いたり読んだりして、自分の考

えを英語で他者に話したり、正しい文法を使ってまとまりのある文章を書くことや、目的

や場面、状況を意識しながら読んだり聞いたりして、日本語や英語でその内容を簡単にま

とめたり、言い換えたりできることが大切です。

  

 

 

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑴stationery, kitchen items, cleaning items が、

人気のある商品であると捉える。 

⑵in the 1930s～in the 1990s が、時の流れを表す

表現であると捉える。 

⑶in many countries が、多くの国で➡世界中でと

いう意味を表していると捉える。 

【解答】４ 

「読むこと」領域において、

まとまりのある文章のあらすじ

を読み取る問題は、正答率が

60.9%で全国より 2.0 ポイン

ト下回りました。 

左の問題は、１００円ショッ

プについて調べてまとめた文章

を読み、発表の順序を示すスラ

イドとして適切なものを４つの

選択支から１つ選ぶものです。 

生徒の解答を見ると、１を選

択した生徒が 14.7%、２を選択

した生徒が 16.1%おり、各段落

の要旨を誤って捉えていること

が分かります。文章全体を通し

て、段落相互の関係を考えなが

ら読む力に課題があります。 
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「自分には、よいところがある」と

回 答 し た 小 学 校 の 児 童 の 割 合 は

80.6 ％ 、 中 学 校 生 徒 の 割 合 は

72.0％でした。平成３０年度の回答

と比較すると、小中学校ともに下が

っています。 

 

 

 

 

また、「先生は、よいところを認

めてくれている」と回答した児童生

徒の割合は、平成３０年度の回答と

比較すると、小中学校ともに上昇し

ています。 

この質問に対して学校側の視点

から見てみると、学校質問紙に「学

校生活の中で一人一人のよい点や

可能性を見付け評価する（褒めるな

ど）取組をどの程度行いましたか」 

という質問があり、小学校では「よく行った」59.2％、「どちらかといえば、行

った」40.8％、中学校でも「よく行った」61.9％、「どちらかといえば、行っ

た」38.1％と回答しており、教員が子どものよさを認める意識をもっているこ

とが読み取れます。 

 

 小学校 中学校 

H30 81.9％ 77.7％ 

H31 80.6％ 72.0％ 

 小学校 中学校 

H30 83.2％ 81.4％ 

H31 88.2％ 81.8％ 

自己有用感の醸成について 

 

80.6 80.1 
81.2 

72.0 

74.9 
74.1 

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

津市 三重県 全国

【５】自分には、よいところがある

小学校 中学校
％

88.2 87.8 

86.1 

81.8 

83.1 

81.5 

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

津市 三重県 全国

小学校 中学校

【６】先生は、自分のよいところを認めてくれている 

％ 
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さらに、「人の役に立つ人間になりた

い」と回答した小学校の児童の割合は

96.5％、中学校の生徒でも 93.9％と

なっており、平成３０年度の回答と比

較すると、小学校は上昇していますが、

中学校では下がっています。 

 

 

 

  

小中学校ともに、「先生からよいところを認められている」という実感はある

ものの自分の良いところを自覚できていない子どもたちがいます。子どもの自

己肯定感を育むには、学校における教育活動全体で達成感や満足感を味わい、

周りから認められるような活動を盛り込んでいくことが大切です。 

与えられた課題に対し、子ども自身がめあてや目標を立て、課題達成のため

のプロセスを作り実行していくことが大切です。その際教員が子どもを適切に

評価し、次へのステップにつなげる等、温かい見守りやサポートが必要です。子

どもたちが努力した点や工夫した点等を見逃さないよう、子ども本人に返し、

子どもが「わかってもらえた。」「次はこれにチャレンジしよう。」といった次へ

の意欲を持つような評価が重要になります。 

また、学校だけでなく家庭や地域社会と連携し、子どもの思いに寄り添い、子

どもが主役となって活躍できる場をできる限り多く設定し、その中で多くの成

功体験が得られるようにすることも大切です。 

 

 

 

  

 

新学習指導要領で求められる主体的・対話的な学習に関する質問について、

「これまでの授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで

いた」と回答した小学校の児童の割合は、78.0％と全国平均より 0.3 ポイント

高くなっています。昨年度までは全国平均よりも低かったことから、主体的に

学習に取り組む児童が増えていることが分かります。中学校の生徒の割合は

76.9％と全国平均より 2.1 ポイント高くなっています。 

 

 

 小学校 中学校 

H30 95.0％ 95.1％ 

H31 96.5％ 93.9％ 

主体的・対話的な学習 

 

96.5 

95.5 
95.2 

93.9 

94.8 

94.3 

92.5

93.0

93.5

94.0

94.5

95.0

95.5

96.0

96.5

97.0

津市 三重県 全国

小学校 中学校

【16】人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

 

％ 
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また、「これまでの授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがう

まく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していた」と回

答した小学校の児童は、58.9％で、全国平均より 3.6 ポイント低く、中学校の

生徒においては、48.5％と全国平均より 7.3 ポイント低くなっています。 

これらのことから、小中学校ともに、課題の解決に向けて自分で考え、取り組

もうとする児童生徒が増えたものの、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や

文章、話の組立てなどを工夫して発表している児童生徒は全国平均より低い状

況です。 

小中学校ともに授業の中で話し合う活動だけにとどまらず、課題解決のため

に、資料から情報を集め、自分の考えを整理して発表する機会を積極的に取り

入れていくことが大切です。 

また、「話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりことがで

きている」と回答した小学校の児童は

75.0％で、全国平均より 0.9 ポイント

高くなっていますが、中学校の生徒は

71.1％と全国平均より 1.7 ポイント

低い結果でした。 

このことから、中学校の授業等にお

いても、ペアやグループ活動等で話し

合い、自分の考えを発信して確かめた

り、他者の考えを取り入れたりする場

面を設定することが大切です。 

 

75.0 

73.4 

74.1 

71.1 

74.2 

72.8 

69.0

70.0

71.0

72.0

73.0

74.0

75.0

76.0

津市 三重県 全国

小学校 中学校

 

78.0 
77.5 77.7 

76.9 

77.6 

74.8 

73.0

74.0

75.0

76.0

77.0

78.0

79.0

津市 三重県 全国

小学校 中学校

 

58.9 
61.2 62.5 

48.5 
55.2 55.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

津市 三重県 全国

小学校 中学校

小【35】中【37】これまでに受けた授業で

は、課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から 

取り組んでいたと思いますか。 

％ 

小【36】中【38】これまでの授業で、自分の考

えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝

わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫

して発表していたと思う 

 

％ 

小【29】中【32】話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができて

いると思いますか。 

％ 
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「家で自分で計画を立てて勉強している」と回答した小学校の児童の割合は、

72.3％、中学校の生徒の割合は 53.6％とどちらも全国平均を上回っており、

家庭で学習する大切さを意識していると考えられます。 

 

平日における家庭学習の時間は、津市教育委員会が発行している「津市版家

庭学習マニュアル」の家庭学習の目安では、小学校６年生は９０分、中学校３年

生は２時間１５分となっています。今年度調査の結果から、小学生で６０分以

上勉強している割合は 65.9％となり、全国平均より 0.2 ポイント少なく、中学

校では３時間以上の割合が 7.8％と、全国平均を２.１ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活について 

 

 

12.4

9.4

13.1

9.9

8.2

7.8

16.9

18.2

19.2

25.6

24.4

25.8

36.8 

36.6 

33.6 

34.3 

34.9 

35.2 

24.1

25.8

24.7

17.2

19.1

17.9

7.6 

7.5 

7.0 

8.4 

9.4 

9.9 

2.3

2.3

2.3

4.4

3.9

3.1

全国

三重県

津市

全国

三重県

津市

【18】家庭学習の時間

（上：中学生 下：小学生）

３時間以上 ２時間以上３時間より少ない
１時間以上２時間より少ない ３０分以上１時間より少ない
３０分より少ない 全くしない

  

72.3 71.7 71.5 

53.6 52.6 50.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

【17】家で、自分で計画を立てて勉強していますか

小学校 中学校

％ 

％ 

津市           三重県             全国 

％ 
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家庭学習の定着のためには家庭の学習環境を整える必要があります。「津市版

家庭学習マニュアル」等を活用するなど、学校と家庭が連携した取組を進める

ことが大切です。また、携帯電話の利用のルールについては、市内の中学生が自

ら作成した『津市中学生「ケータイ安全利用宣言」』等を活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「津市版家庭学習マニュアル」より 
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 新学習指導要領では、子どもたちの資質・能力の育成を目指すうえで、カリキュラム・

マネジメントの充実を図るよう求めています。カリキュラム・マネジメントとは、教育の

内容や時間の配分、必要な人や物の確保、実施状況に基づく改善などを通して、教育課程

に基づいて、組織的・計画的に学校の質の向上を図ることです。カリキュラム・マネジメ

ントに関わる３つの学校質問紙についてみていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 30 年度全国学力・学習状況調

査の事項の結果について、調査対象学

年・教科だけでなく、学校全体で教育活

動を改善するために活用しましたか」と

いう質問に、小学校では 98.0％、中学

校では 100％の学校が「そう思う」また

は「どちらかといえばそう思う」と回答

し、全国平均を上回りました。学力調査

の結果を調査対象学年や、調査対象の国

語や算数・数学のみならず、学校全体で

共有したり、他の教科に生かしたり、教

育活動の改善に役立てようとしている

ことが分かります。 

また、「指導計画の作成に当たっては、

教育内容と、教育活動に必要な人的・物

的資源等を、地域の外部の資源を含めて

活用しながら効果的に組み合わせてい

る 」 と い う 質 問 に 対 し て 、 小 学 校

98.0％、中学校 90.5％が「よくしてい

る」「どちらかといえば、している」と回

答しました。学校は、ゲストティーチャ

ーを招いた授業や、地域の施設等を訪ね

て学ぶ現場学習など、学校外の資源を活

用した指導計画を作成しています。 

カリキュラム・マネジメントについて 

98.0 99.1 97.3 100.0 98.1 95.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

津市 三重県 全国

小（63）中（79）平成30年度全国学力・学習状況調査

の自校の結果について、調査対象学年・教科だけでな

く、学校全体で教育活動を改善するために活用しまし

たか
小学校 中学校

98.0 97.7 96.4 
90.5 87.0 86.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

津市 三重県 全国

小中（18）指導計画の作成に当たっては、教育内容

と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の

外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせ

ていますか
小学校 中学校
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さらに、「保護者や地域の人との協働に

よる取組は、学校教育水準の向上に効果

がありましたか」という質問では、小学校

が 93.9％、中学校は 100％が「そう思

う」「どちらかといえば、そう思う」と回

答し、全国を上回っています。中学校では

特に、子どもたちが保護者や地域の方と

共に活動することが学校の教育水準の向

上につながると実感しているようです。 

これからの時代に求められる資質・能

力を育むためには、教科横断的な視点で 

学習を配列したり、教育課程を実施・評価・改善する一連のサイクルを確立したり、その

ために必要な人的・物的資源等を地域の協力を得て活用するカリキュラム・マネジメント

を充実させることが大切です。 

 

 

 

 

言語活動の充実については、新学習指導要 

領においても記述されており（第１章第３の 

１の（２））、各教科の特有の用語の定着を図 

ったり、図などの資料や言語活動を充実させ 

る教材を工夫して取り上げたりするとともに、 

教育活動全体を通して読書活動を推進するこ 

とにより、表現力がより高められると考えら 

れます。 

「言語活動について、国語科だけでなく、 

各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の 

時間及び特別活動を通じて、学校全体として

取り組んでいますか」という質問に「よくしている」「どちらかといえばしている」と答え

た小学校の割合は 95.9％、中学校の割合は 85.7％でした。小中学校ともに昨年度より減

少し、全国平均を下回りました。 

 各教科等の特質に応じた言語活動をどのような場面でどのように取り入れていくかを 

考え、充実を図っていく必要があります。  

  

言語活動について 

93.9 96.5 95.6 100.0 
90.2 91.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

津市 三重県 全国

小（58）中（72）保護者や地域との共働による取組

は、学校の教育水準の向上に効果がありましたか

小学校 中学校

94.0 97.9 95.9 

80.9 
90.4 

85.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

小中（19）言語活動について、国語科だけでな

く、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の

時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り

組んでいますか。
小学校 中学校
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「家庭学習の与え方について、校内の教職   

員で共通理解を図りましたか」という質問に

対して、小学校では２.１ポイント、中学校で

は9.6ポイント上昇し、小学校では98.0％、

中学校では 95.3％が「よく行った」「どちら

かといえば行った」と回答しました。 

また、「家庭での学習方法を具体例を挙げな 

がら教えるようにしましたか」という質問に 

対しては、小学校では 4.1 ポイント、中学校 

では 4.8 ポイント上昇し、ともに 100％が 

「よく行った」または「行った」と回答しま 

した。 

                     これらの結果は、学校が「津市版家庭学習 

マニュアル」を活用したり、小中一貫教育の 

取組として、中学校区で学習の手引き等を作 

成して家庭に配付したりするなど、家庭での 

「学び」の環境つくりや家庭学習のポイント 

を示す取組が進められたことによるものと考 

えられます。 

                     しかし、学校が児童生徒に「家庭での学習 

方法を具体例を挙げながら教えている」と高

い割合で回答している一方で、児童生徒質問紙の「家庭学習の時間」の質問では「３０分

より少ない」、「全くしない」と答えた児童生徒の割合が小中学校ともに１割程度みられ

ることから（２１ページ【１８】家庭学習の時間グラフ参照）、家庭学習の取り組み方につ

いて学校と児童生徒の意識の差がうかがえます。 

学校は日々の家庭学習の提示の仕方を工夫するとともに、家庭でもゲーム・携帯電話

（スマートフォン等）の使用時間を決めるなど、学校と家庭が連携して取り組んでいくこ

とが大切です。 

  

家庭学習について 

92.0 95.9 98.0 

90.5 85.7 
95.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

小（59）中（73）調査対象の児童・生徒に対し

て、前年度までに、家庭学習の与え方について、

校内の教職員で共通理解を図りましたか。

小学校 中学校

94.0 95.9 100.0 

90.5 95.2 100.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

小(60)中（74）調査対象学年の児童・生徒に対し

て、前年度までに、家庭学習の取り組みとして、

学校では、児童生徒に家庭での学習方法を具体例

を挙げながら教えるようにしましたか。

小学校 中学校

津市版家庭学習マニュアル 

保護者用・児童用 

津市のホームページから 

家庭学習マニュアルで検索 



 

 

 
全国学力・学習状況調査の結果を活用し、これまでの教育及び教育施策の成果と課題を

客観的に把握することで、その改善を図るとともに、教育に関する継続的な検証改善サイ

クルを確立します。また、市内すべての学校において、全国学力・学習状況調査の結果か

ら、児童生徒一人一人の学力や学習状況を的確に把握し、教育指導や学習状況の改善等に

生かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもたちがどこでつまずいているか、学校全体で共有します  

【学校全体で共有する方法の例】 

● 例えば、「できなかった問題」を校内研修で取り上げ、子どもたちの誤答の状況から

「どの学年のどの内容でつまずいているのか」「つまずかないようにどのような指導

をしていけばよいのか」等について話し合う。 

● 『授業改善サイクル支援ネット』を活用し、自校と県の設問別の平均正答率や平均無

回答率を比較して、自校の子どもたちの「強み」「弱み」や、自分の授業の課題を知

り、改善につなげる。 

子どもたちが「できる」ようになる取組を、学校全体で進めます 

【系統的に取り組む方法の例】 

● 課題が見られた内容について、各学年での学習のつながりを意識して授業を展開で

きるよう、『わかる・できる育成カリキュラム』（割合編、図形編）等を活用し、授

業改善を組織的・系統的に進める。 

【学んだことや考えたことを的確に表現する力の育成に係る取組の例】 

● 夏休みに『授業改善サイクル支援ネット』から『みえスタディ・チェック』の国語・

算数・理科の問題と回答をダウンロードし、2 学期から週に１・２回の頻度で、課

題が見られる設問１つを宿題として出し、週明けの授業で取り上げ答え合わせと解

説を継続して行う。難易度の高い問題は、学年通信等において保護者への協力をお

願いする。 

【授業スタイルや学習ルールを学校で統一する取組の例】 

 ● 学習のルールを学校で統一するとともに、「めあての提示」「自力解決」「学び合い」

「振り返り」といった授業スタイルを日々の授業の中で意識して取り組む。その際、

互いの授業公開で学び合ったり、管理職等による「めあて」の質の向上に向けた授業

への指導助言を行ったりする。 

【身に付けるべき力を確実に習得できるようにする取組の例】 

 ● 各学習において、「どの段階で身についていないのか」を把握し、同じ内容でつま

ずかないように重点的な指導や繰り返し学習を行う。各学年の学習内容が習得でき

ているかを確認するためのツールを家庭学習や補充学習等において効果的に活用す

る。 

・『わかる・できる育成カリキュラム』（割合編、図形編）のたしかめプリント 

・『学-Viva!!セット』ワークシート集 

・『授業改善サイクル支援ネット』のワークシート 

子どもたちが「どれだけできるようになったか」を確認します 

STEP１ 

STEP２ 

STEP３ 
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理解と定着を図るサイクルができている学校は以下のような取組を行っています。 

・学力調査の分析で分かった課題を全校体制で日々の授業や宿題等に落とし込んでいる 

・全校体制での具体的な取組が位置付けられている 

・校内研修等に位置付けられ、各教科で系統的な指導がされている 

・学ＶiＶa セットのワークシートを宿題に取り入れ、定着を見届けている 

 

 

 

 

 

PDCA サイクルとは Plan（目標設定）、 Do（実行）、 Check（評価）、Action（改

善）の４つの段階を繰り返すことにより、継続的に物事を改善するサイクルのことです。 

子どもたちの学習の理解と定着に向けて、仮説と実践、検証を繰り返し学力の向上を図

ります。 

 

 
 

 

  

昨年度の結果をふ
まえて今年度の研
修計画を立てた

学力調査等の自
校採点を全教員

で行った

経年（昨年度のスタ
ディ・チェック）で

検証した

学力調査等の分析結果を
全教員で共有した

課題（できていなかっ
たところ）に向けた具
体的な取組を決めた

課題（できていなかったと

ころ）ができるようになっ

たかを検証した

来年度に向けた
計画の見通しを

立てた

理解と定着に向けた PDCA サイクルの確立 
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この基本構想をもとに、児童生徒が大きく成長していくためには、教育委員会、学校、家

庭・地域がそれぞれの役割を果たしながら、連携して取り組んでいくことが必要です。 

 教育委員会、学校、家庭・地域が、今一度、児童生徒の実態からそれぞれの取組を見直し、

授業改善等の具体的な今後の取組につなげていきたいと考えています。 

 

【津市教育委員会の取組】 

（１）連続的、継続的な教育の推進 

（津市教育振興ビジョン P.１８～P.１９参照） 

・ 義務教育学校の９年間を見通した取組を、様々な視点から検証し、その課題を見

極め、英語教育の取組等の成果を各中学校区で生かせるようにしていきます。また、

平成２６年度から取り組んできた小中一貫教育の体制の中で、校種を超えた教職員

の連携体制を強化し、幼児期から児童生徒一人一人の学習意欲の伸長を図っていき

ます。 

 

（２）学習指導要領を踏まえた授業改善に向けた取組 

（津市教育振興ビジョン P.２０～P.２３参照） 

    ア） 日常の授業改善の促進 

   ・ 指導主事訪問を充実させ、研究授業だけでなく、日常の授業を参観するなど、授

業改善に向けた指導・助言を行います。 

・ 研修会や指導主事の学校訪問等において、「津市版授業改善マニュアル」を活用

○ 地域に根差した教育の充実 

○ 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり 

○ 夢や希望を持ち続け、生き抜いていく力を育む人づくり 

４ 

 価値観の多様化が進むこれからの社会を児童生徒が生き抜くためには、基本的な知識の

定着だけでなく、他者との対話を通じて、思いや考えを積極的に言葉にしながら自分の考

えをまとめ、多様な考えを取り入れることによって、一人一人が自分で答えを導き出すよ

うな学力が求められています。 

 津市では、教育振興ビジョンの中で「夢や希望を持ち、国際社会に生きる自立した人づ

くり」を基本構想とし、３つの柱から、自立した人づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

   

夢や希望を持ち、国際社会に生きる自立した人づくり 

今後の取組 

【３つの柱】 
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し、全国学力・学習状況調査から見えてきた課題や学習指導要領の内容を踏まえた

授業改善に関して指導・助言を行い、授業力の向上を図ります。 

   ・ 主体的・対話的で深い学びを実現するために、児童生徒が「何ができるようにな

るか」を明確にしながら、「何を学ぶか」という学習内容と、「どのように学ぶか」

という学習過程を組み立てていくことが重要であるため、内容と方法の両方を重視

した授業改善について指導・助言を行います。 

イ） 指導体制の整備・充実 

   ・ 各学校において、校内研修担当者や指導教諭等、授業改善の中心的な役割を果た

すミドルリーダーの育成を図ります。また、新規採用教職員が増えていることから、

若手教員の授業力向上を図ります。 

 

（３）教育環境の整備 

（津市教育振興ビジョン P.４８～P.４９参照） 

  ア） 情報活用能力の育成 

   ・ コンピュータやインターネット等の情報手段を活用し、目的に応じた情報の収集

や整理、分析、発信等の学習活動を充実させます。 

   ・ デジタル教科書の活用について、モデル校の取組を公開するとともに、効果的な

活用について検証します。 

  イ） ＩＣＴを活用したわかる授業の推進と環境整備 

   ・ ＩＣＴを活用したわかる授業の実現に向けた研修会を開催し、指導者の育成と指

導力の向上を図ります。また、これらの学習に必要となる大型テレビやタブレット

パソコン、コンピュータ教室の機器等、校内のＩＣＴ環境整備に取り組みます。 

 

（４）家庭や地域と連携した取組の推進 

（津市教育振興ビジョン P.２０～P.２３、P.６４～P.６９参照） 

  ア） 学校・家庭・地域が協働した取組の推進 

   ・ 学校が「地域でどのような児童生徒を育てるのか」についての目標や方向性を保

護者や地域住民と共有し、一体となって児童生徒を育む取組を支援します。 

イ） 「家庭学習マニュアル」等の活用 

   ・ 子どもたちの充実した学校生活や意欲的な学習態度は、家庭の学習習慣や生活習

慣と密接な関係があります。自主的な学習習慣や規則正しい生活習慣や学習習慣が

身に付けられるよう「家庭学習マニュアル」等を活用し、宿題等の具体的な内容に

ついて提示し、一人一人の児童生徒が家庭学習や生活習慣を見直すことができるよ

う支援します。 
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【各学校の取組】 

（１）連続的、継続的な教育の推進 

□ 各学校において、全国学力・学習状況調査結果を分析し、学校の課題や児童生徒一

人一人の基礎的・基本的な学習内容の定着状況等を把握し、学校全体で課題改善に向

けた具体的で実効性のある取組を行います。また、各学校単位で分析した結果を中学

校区で共有し、中学校区の成果と課題を分析し、系統的、連続的な取組を推進します。 

□ 平成２６年度から築いてきた小中一貫教育の体制を十分生かし、義務教育９年間を

見通した系統的・連続的及び効果的な教育活動を推進します。 

□ 小学校においては、生活科を中心に、幼児期に総合的に育まれた資質・能力等を各

教科等の特性に応じた学びにつなげられるよう工夫します。 

 

（２）授業改善に向けた取組 

ア） 日常の授業改善の促進 

□ 学習指導要領解説をもとにした教材研究や、他学年とのつながりを意識した指導を

行います。 

イ） 児童生徒の主体的な学びを支える「めあて」と「振り返り」の質の向上 

□ 児童生徒が学習の見通しを持ち、学習意欲を向上させる「めあて」と授業で分かっ

たこと・分からなかったことを自覚する「振り返り」の活動を充実させ、子どもが主

体的に学ぶ授業づくりを行います。 

ウ） 授業改善サイクル支援ネットの活用 

□ みえスタディ・チェック等の自校採点結果を入力し、子どものつまずきを把握・分

析し、授業改善に生かします。 

エ） 「授業改善マニュアル」等の活用 

□ 「授業改善マニュアル」等を活用し、主体的・対話的で深い学びにつながる授業改

善に努めます。 

オ） ＩＣＴの効果的な活用 

□ 児童生徒の主体的・対話的で深い学びにつなげるために、協働制作、発表、データ

分析、調査活動、遠隔授業、プログラミング等において、ＩＣＴの効果的な活用を図

ります。 

 

（３）家庭や地域と連携した取組の推進 

ア） 学校、家庭・地域が協働した取組の推進 

□ 学校支援ボランティア等の活動に、地域住民や保護者等、多様な主体の参画を促 

進し、地域ならではの創意工夫を生かした学校づくりを行うとともに、地域住民等の

当事者意識の醸成を促していきます。 

イ） 家庭での生活習慣や学習習慣の改善の取組 

□ 津市中学生「ケータイ安全利用宣言」等の児童生徒の主体的な取組を実効性のある

ものにしていくとともに、生活習慣の改善について家庭や地域との連携を図ります。 
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□ 家庭学習については、基本的な知識や技能の確実な定着を図るため、宿題や授業の

予習・復習及び読書活動について、「津市版家庭学習マニュアル」等を活用するなど、

一人一人の学習環境や発達段階に応じた指導・支援の充実に向けて、学校と家庭が連

携し、一体となって取り組みます。 

 

【各家庭の取組】 

（１）基本的な生活習慣の確立 

□ 基本的な生活習慣は、すべての基本です。児童生徒の健やかな成長と確かな学力の

定着のために、基本的な生活習慣を身に付けます。 

□ コンピュータやインターネット等の情報手段の活用については、学校と家庭が連携

し、発達段階に応じた指導が重要です。コンピュータや携帯電話等の安全な利用につ

いて家庭で話し合います。 

 

（２）児童生徒が主体的に取り組む家庭学習 

□ 家庭学習の習慣を身に付けるためには、家庭の協力が必要です。家庭学習の時間を

確保するとともに、児童生徒の頑張りを認め、励ましながらその子にあった学び方を

身に付け、学習意欲を高めます。 

 

（３）家庭や地域でのコミュニケーション 

□ 日常生活の中での挨拶や対話は、家族との信頼関係を築き、児童生徒の自尊感情や

自己有用感を育むことにつながります。子どもの家庭学習の定着を図るために、家庭

の環境を整え、家族の温かいふれあいを心がけます。 

 

 

家庭学習を充実するための手助けとなる「津市版家庭学習マニュアル」をぜひ、

ご活用ください。 

津市のホームページ 家庭学習マニュアル で検索 


